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概要 
本研究では、犯罪者の子どもに対する偏見の要因に

ついて、潜在的態度と顕在的態度が一致しないことを
検討した。シナリオ実験を行った結果、顕在的指標に
よれば人々は遺伝的つながりを重視せず、むしろ社会
的つながりを重視することが示された。しかし、シナ
リオ中の子どもが犯罪者の実子であると知らされた参
加者はそうでない参加者よりもその子どもの性格をネ
ガティブに評定する傾向にあり、潜在的態度として
人々は遺伝的つながりを重視することが示唆された。 
 
キーワード：潜在的態度、顕在的態度、偏見、血縁、
遺伝的つながり、遺伝的本質主義 

 

背景 
犯罪者の子どもは犯罪に関与していなくても、「潜在

的犯罪者」と見なされることがあり（Codd, 2008）、イ
ンターネット上の掲示板では「殺人者の子どもは、将
来殺人者になる」という書き込みがあったという事例
も報告されている（阿部, 2015）。このような状況の中、
犯罪者の子どもに対する偏見への対処方法に関しては、
検討がなされている一方（Thulstrup & Karlsson, 2017）、
犯罪者の子どもに対する偏見が生まれる要因に関して
は、いまだ十分な検討がなされていない。 

本研究では犯罪者の子どもに対する偏見が生まれる
要因を、次の 2点に焦点を当てて検討する。1点目は、
「血は争えない」という言葉に表されるように、犯罪
者の子どもが犯罪者の「血」、つまり遺伝子を受け継い
でいることを人々が重視している可能性である。2 点
目は、「氏より育ち」という言葉に表されるように、犯
罪者の子どもが犯罪者に育てられたことを人々が重視
している可能性である。 

人々が遺伝的つながりを重視する傾向を持つことは、
遺伝的本質主義（Genetic essentialism; Dar-Nimrod & 

Heine, 2011）の研究によって明らかにされている。遺
伝的本質主義とは人間のあらゆる特徴や行動を遺伝子
によって説明しようとする認知バイアスであり、遺伝
子を共有している人々を均質的に見なしたり、遺伝子
によって将来が決まると考えたりするなど、様々な社
会的場面で人々の態度に影響を及ぼす。これに基づけ
ば、犯罪者の子どもに対する偏見の要因として犯罪者
との遺伝的つながりが重要であると考えられる。 

しかし、潜在的態度と顕在的態度はしばしば一致せ
ず、それは特に社会的に求められる態度が明らかであ
る場合に顕著である。例えば性差別や人種差別に関し
て、これまで多くの研究で潜在的態度と顕在的態度の
不一致が報告されてきた（Nosek et al., 2007）。これを踏
まえると、たとえ人々が遺伝的つながりを重視してい
ても、生来性犯罪者説などが忌避される今日の社会

（Collins, 1992）においては、それが顕在的態度として
現れるとは考え難い。 

以上を踏まえて本研究では、潜在的態度と顕在的態
度を区別して、犯罪者の子どもに対する偏見が生まれ
る要因を検討する。具体的には、人々は潜在的態度と
しては犯罪者の遺伝子を受け継いでいることを重視す
るのに対し、顕在的態度としてはそれを否定するとい
う仮説を立て、シナリオ実験を行った。 

 

方法 
参加者 

大学生 57名が参加した。そのうち 40%は女性で、平
均年齢は 19.44（SD = 1.34）歳であった。 

 
手続き 

参加者はまず、「社会的に望ましくない性格が遺伝す
ると考える程度」（顕在的態度①）を回答した。 

参加者はその約 1 カ月後に実験室に呼ばれ、質問紙
への回答を求められた。質問紙では、最初に事例 1 と
して中年男性が上司を絞殺した事件についての裁判の
資料が提示され、次に事例 2 としてある中学校のスク
ール・カウンセラーが、同級生に暴力をふるった男子
生徒に関してまとめた資料が提示された。 

2 つの事例の間では、事例 1 の中年男性と事例 2 の
男子生徒の関係に関するわずかな情報が提示され、こ
の際、参加者はランダムに 3 条件（実子条件、養子条
件、無関係条件）に分けられた。実子条件では、男子
生徒が中年男性の実子であり、中年男性によって育て
られたことが知らされた。養子条件では、男子生徒が
中年男性の養子であり、男子生徒の誕生直後から中年
男性によって育てられたことが知らされた。無関係条
件では、男子生徒と中年男性の関係について何も情報
が提示されなかった。 

参加者が事例 1を読んだ直後に、「中年男性の性格が
社会的に望ましい（あるいは望ましくない）と考える
程度」を測定した。同様に、事例 2 を読んだ直後に、
「男子生徒の性格が社会的に望ましい（あるいは望ま
しくない）と考える程度」を測定した（潜在的態度）。
なお、事例 2 は男子生徒の暴力の原因やその程度に関
して曖昧な記述を含んでおり、男子生徒の人物評定に
関する質問に回答するに当たって参加者に想像の余地
を与えるものであった。 

質問紙の最後には、「犯罪者とそうでない者の違いの
要因が生物的（遺伝子など）だと考える程度」（顕在的
態度②-1）、および「社会的（友人など）だと考える程
度」（顕在的態度②-2）を測定した。 
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質問項目 
 「社会的に望ましくない性格が遺伝すると考える程
度」（顕在的態度①）の測定に当たっては、「不道徳な
人」、「信頼できる人」などの 13項目を提示した上でそ
れぞれの特徴がどの程度遺伝的影響を受けていると思
うか、1 を「まったくそう思わない」、7 を「非常にそ
う思う」とする 7 件法でたずねた。本研究ではそのう
ち社会的望ましさに関わる 7 項目をまとめて使用した
（α = 0.90）。「犯罪者とそうでない者の違いの要因が生
物的（遺伝子など）だと考える程度」（顕在的態度②-1）、
および「社会的（友人など）だと考える程度」（顕在的
態度②-2）はそれぞれ 1項目ずつ、1を「まったくそう
思わない」、7を「非常にそう思う」とする 7件法で測
定された。 

「中年男性の性格が社会的に望ましいと考える程度」
と、「男子生徒の性格が社会的に望ましいと考える程度」
（潜在的態度）は、「寛容な」、「温かい」などの 11 項
目を提示した上でそれぞれの特徴が中年男性と男子生
徒のそれぞれの性格にどの程度当てはまると思うか、1

を「まったく当てはまらない」、7を「非常に当てはま
る」とする 7 件法でたずねた。本研究ではそのうち社
会的望ましさに関わる 4 項目をまとめて使用した（中
年男性: α = 0.78; 男子生徒: α = 0.74）。 

 

 

結果と考察 
顕在的態度に関しては仮説通り、人々は遺伝的つな

がりを重視しておらず、むしろ社会的つながりを重視
していることが明らかになった（表 1）。具体的には、
「社会的に望ましくない性格が遺伝すると考える程度」
（顕在的態度①）の平均値は中点を下回っていた（M = 

2.83, SD = 1.29）。また、「犯罪者とそうでない者の違い
の要因が生物的だと考える程度」（顕在的態度②-1）の
平均値は中点を下回っていた（M = 3.02, SD = 1.40）。そ
れに対して、「犯罪者とそうでない者の違いの要因が社
会的だと考える程度」（顕在的態度②-2）の平均値は中
点を上回っており（M = 5.40, SD = 1.16）、「生物的だと
考える程度」と比較すると有意に高かった（t (56) = 9.23, 

p < .01）。 

 

顕在的態度①はシナリオ実験の約 1 カ月前に測定さ
れたため、本研究の主旨を参加者が全く知らない状況
における個人差であるのに対し、顕在的態度②はシナ
リオ実験の最後に測定されたため、もし参加者が本研
究の主旨に気付いていた場合その回答が歪められてい
る可能性も指摘できる。ただ、顕在的態度①と顕在的
態度②で一貫して遺伝的つながりは重視されていない
ことを踏まえると、仮説の妥当性を支持する結果であ
ると考えられる。 

次に潜在的態度を検討するため、条件間で男子生徒
の人物評定に差があるかを確認した。もし、潜在的態
度として人々は遺伝的つながりを重視するという仮説
が支持されれば、中年男性と男子生徒に遺伝的つなが
りがあるとする実子条件においては他の条件において
よりも男子生徒の性格の社会的望ましさは低く評定さ
れるであろう。 

分散分析を行うと、3 条件間の差は有意傾向であり
（F (2, 54) = 2.78, p < .10; 図 1）、多重比較（Tukey法）
の結果、男子生徒が中年男性の実子である場合（M = 

3.08, SD = 0.96）は無関係である場合（M = 3.74, SD = 

0.75）よりもその性格が社会的に望ましくないと判断
されるが、その傾向は有意傾向に留まった。それに対
し、養子である場合（M = 3.26, SD = 0.90）と無関係で
ある場合の間には差が見られなかった。 

次に、人物を評定する際の個人差を取り除くため、
「中年男性の性格が社会的に望ましいと考える程度」
を統制して共分散分析を行うと、3 条件間に有意な差
が見られた（F (2, 53) = 4.01, p < .05）。多重比較（Tukey

法）の結果、男子生徒が中年男性の実子である場合は
無関係である場合よりも有意にその性格が社会的に望
ましくないと判断された。それに対し、養子である場
合と無関係である場合の間には差が見られなかった。 

もし人々が潜在的態度として遺伝的つながりを重視
していなければ、このように実子条件と無関係条件の
間には差があるのに対して養子条件と無関係条件の間
には差がないということは起こりえないであろう。た
だし、本研究の結果では実子条件と養子条件の間の差
は見られなかったため、遺伝的つながりを重視する潜
在的態度を示すには十分とは言えず、さらなる研究が
必要である。 

以上より本研究では、人々は顕在的態度としては社
会的つながりを重視しているが、潜在的態度としては
遺伝的つながりを一定程度重視していることが示唆さ
れた。つまり、人々は遺伝子の影響を重視しているに
もかかわらず、それを意識的か非意識的か表出しない。
遺伝子を受け継いでいると性格が似るという考えは、
犯罪者の子どもに対する偏見のみならず、他の社会的
地位の低い人々（ホームレスやブルーカラー労働者な
ど）の子どもに対する偏見、さらには社会的地位の高
い人々（医者や弁護士など）の子どもに対する偏見な
ども生じさせるであろう。今後、このような人々の潜
在的態度を考慮に入れた上で、様々な偏見への対処方
法を提案することが求められる。 

 

M SD

社会的に望ましくない性格が遺伝する
と考える程度（顕在的態度①）

2.83 1.29

犯罪者とそうでない者の違いの要因が
生物的だと考える程度（顕在的態度②-1）

3.02 1.40

犯罪者とそうでない者の違いの要因が
社会的だと考える程度（顕在的態度②-2）

5.40 1.16

表1　遺伝的つながりに対する顕在的態度
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